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4) G. C. Means， Pl門CingP，οwer and the Public Int町 "l!st.1962， pp. 43-44伊藤長1E.北)1































ぼっている~ 1964年下期で，メーカーからデ fーラーへり貸付金残高と出資金の合計慣は， ト胃
タ〔自工 自阪とも〉の場合，約47億円，日産自動車では約70億円に達している(以上の点は，

















































































































































































第2表原材料回転率 〔回/年〕一一財産業 | 即費財産業
企業名城北岬料叫汁草間

































約 '~2 週間，庄延から検査・精製が約 1 週間，山荷作業に 1 週間かかる〉。冷延鋼板
の場合さらに 1~2 週間多く要する。したがって，出鋼から出荷主で 1 ヶ月か


















産の例であるが， 4トy トラヅグの場合エンジン アグスノレ・ミッショ Y等の
部分組立から総組立に至るのべ時間(鋳・鍛造などの粗形材の生産工程の所安時閣
を除りは35~60時間， 10 トントラックの場合でも 100~130時間主要するにす
ぎない15L この数値は γ ジン組立，アクスノレ組立， ミグション組立など部
分組立での所要時間を並列的に加算したものであるが，現実の自動車工業の生
産工程ではそれら部分組立は総組立のコンベア ラインの速度に同調しながら
13) 鉄鋼 6大メーカーの場合には，華月 1 回 (20日前後〕先物協議会を開催し 2~3 ヶ月先に製品
となるものの先物契約を行なっているが(富士製鉄，前掲『鉄鋼業の知識 E鉄鋼の胆売j63ベ
ジ〕 これはオ グ を受けてからそれを工場k送り事材要求するまでの事務工期 '~2 週間!-，































16) トヨタ回動車工業では，部品メー カー から部品 ユ ツトの定時定量納入をはかる方首長を「看
桓方式J. 工程相宜聞のラインの同調をはかり，エソジン ミツショ γなどの中間島産物D滞留
をおさえる方法を「プル オ ハ方式」とよんで，それぞれ意識的な-'-程菅理由対象とし工















産業構造 | 装置・生産財産業 機市民・消費財産業
企業名 |ι剥品長|富田副品J主|晶品|ソーは動訂正皇































































































業の重層性J W経済論叢』第108巻第1号，昭和46年 7}j，宮本和 ，前掲『現代巨大企業の生産
過程』第2部審照。











ンプラ y ト関連投資では，エチレンプラ γ トのみで 600億円，関連投資を含め





第 4表有形固定資産に対する建設仮勘定の比率 (%) 
産業構造 l 装置・生産財産業 友|松 機械消費財産業
合削除品料品 4ソニ|日勘定凶






21) トヨタ自動車工業 rトヨタ自動車30年史』昭和42年.597-603ベー ジ。 なお，この世値はやや
甘く1966年のものであるが，自動車製暗業の場合投賢単位を細分した適当な資料がないのでこれ
を利用した@なおさらに古〈住友金属工業和歌山製鉄所1号高炉関連投資 19臼年3月完成〉の場
合でも 531億円，拍 2 年聞を要しており(~有価直券報告書総覧』より〕 との餌向は確認できる凶






























34 (476) 第 115巻第6号
第 5表充用資産構成の相異 (%) 
産業構造 | 装置・生産財産業 機械・消費財産業
企業名 |ι剖ィゐ劃重明品長国主品l ッー I~動車院議岡野|即 134.1 1 41.7 1 71.8 1γ1 68 























24) E. Gutenberg， Grundlagen der Bet:何"ebs叩 irtschaftslehre，Bd_ 1. Die p:即位4紅白'.
Berlin. '195， S.25!:l 溝口一雄'高出馨訳『置営睦清寺原理』弟i巻生産品昭和32年，271ベ
ジ。






















vgl. Eマ Gutenberg，Grundlagen der Bet円 "ebs即 irtschaftslehre
l日d.1. Die Produktion， Herlin 1955， S. 262 



















67 68 69 70 71 年








































































































































30) 掴江英，前掲「協力会社」とくに23ヘ ジ B
40 (482) 第 115巷第6号
合には巨大企業の固定資産が流動資産におきかえられる乙とはない。装置産業
の充用固定資産構成比はやはり高い。
流動資産回転率，固定資産回転率，充用流動資産構成比は，装置産業ではい
ずれも低く，機械産業ではすべて高い。これら 3つの条件は，生産工程の性格
に基づく生産期聞の相異，設備の耐周年数と設備投資額・建設期間白相異，先
行投資と関連企業・協力企業群の利用形態の相異から説明できた。したがって，
装置産業と機械産業の製造資本回転率の相異は，全く対照的な生産構造の性格
に基づく構造的なものとして結論づけることができる。財務構造を規定する産
業構造聞の収益力格差は，とれによってひとつの説明をえた叩。
(1975年3月脱稿)
31) 本稿では.倉成長期を対象として，生産構造の側面から資本回転車の差異を樟討してきたが，
停滞期には，製品在庫由滞留の問題など本稿で捨象した流通構造から規定要因を噂入して樟討す
る必要がある。その場合には，販売の停滞から生産量が縮小し回転車は低(>1:ると考える乙とが
でき忍が，生産構遣の側面に限っていえば，それは，揖業度の低下，生産期間町長期化(たとえ
ばラインのスピ ドを遅らすなど)， 遊休設惜の顕在化によって，流動資産回転車・充用流動費
産構成比とも低下する ζ とを内容としている。この点については，別の樺告に検討したい.
